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研究成果の概要（和文）：本研究では，認知段階における反応時間の結果の一部にポジティビティ・エフェクト
が示されたものの，判断の段階では，若年者と同様にネガティビティ・バイアスの効果が示された。したがっ
て，高齢者におけるポジティビティ・エフェクトは認知段階で生じることが明らかにされた。また，前頭葉の脳
活動の点からは，ネガティブ刺激に対して，血流量が増加していた。偏桃体を含む大脳辺縁系で生じた不快感情
を前頭前野を活性化させることで抑制することができる (Ochsner, et al., 2002)。したがって，ポジティビテ
ィ・エフェクトは高齢者にとって不快感情を抑制することによって生じることが示された。

研究成果の概要（英文）：In a series of studies, positive effects were shown in part of the reaction 
time results at the cognitive stage,  but the effect of negativity bias was shown at the decision 
stage like young people.Therefore, it was revealed that the positive effect in the elderly occurs in
 the cognitive stage. From the viewpoint of the PFC activity, the blood flow increased with negative
 stimuli. Negative emotions that occurred in the limbic system including amygdala can be suppressed 
by activating the prefrontal cortex(Ochsner, et al., 2002). Therefore , it was revealed that 
positivity effect arises by suppressing discomfort for the elderly.

研究分野：交通心理学
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１．研究開始当初の背景 
高齢者が外部の情報を取り入れる際に，ネ

ガティブな感情を引き起こす内容は処理さ
れなくなり，ポジティブな感情を引き起こす
内容がより多く処理される  (Mather & 

Cartensen，2005)。しかし，本来ネガティブ
な感情は問題を精緻に検討させ，問題解決の
ための対処行動を引き起こす機能を持つ 

(Fredricson，2001)。従って，高齢ドライバ
ーによる交通事故は，危険な交通場面である
にもかかわらず，自分にとってネガティブな
感情を喚起するような情報を処理しないた
めに生じている可能性がある。 

本研究では，①情報を処理する際に生じる
バイアスが，運転に関わる「認知」及び「判
断機能」のどの段階で生じているのかを明ら
かにする。②課題実行中に近赤外分光法 

(NIRS) を用いて前頭葉の賦活を測定し，神
経基盤的観点から情報処理バイアスとの関
連を検討する。以上により本研究は，高齢ド
ライバーの危険運転のメカニズムの解明に
貢献することを目的とした。 

 

２．研究の目的 
（1）条件設定のため画像評価実験の予備実
験を行ったところ，漢字言語要因が検出され
た。そこで実験に使用するための画像刺激収
集にあたり，あらかじめ感情を喚起させる言
葉に対する情報処理バイアスを検討するこ
ととした。 

 

（2）実験に使用するための危険な交通場面
を想起させる嫌悪喚起刺激画像の収集を行
うことを目的とした。 

 

（3）上述の研究 2 で収集された交通場面の
刺激画像から選定された画像を用いて，ド
ットプローブ課題を行った。 
 

（4）上述の研究 2 で収集された交通場面の
刺激画像から選定された画像を用いて，視
覚探索課題を行った。 
 
３．研究の方法 
（1）予備調査によって選択された 271 語の
感情刺激語を PC モニター上に呈示しアフェ
クトグリッドによる評価を求めた。調査対象
は大学生（平均年齢＝20.66、標準偏差＝1.21

歳）であった。分析の結果，9 つのカテゴリ
ー (感情価 3 水準×覚醒度 3 水準) からなる
感情喚起語リストを作成した。その中から 81

語を刺激語として選択して，若者と高齢者を
対象に，感情ストループ課題を行った。実験
対象者は 18 歳から 26 歳までの若年者 50 名
（平均年齢 21.16 歳、標準偏差＝2.10 歳）と
65歳以上の高齢者50名（平均年齢72.29歳、
標準偏差＝7.27 歳）であった。PC モニター
上に呈示された色づけされた二字熟語の意
味を無視して色名を回答してもらい，反応時
間 を 計 測 し た 。 ま た ， 実 験 実 施 時 に

NIRSWOT-220(日立ハイテクノロジーズ社)

を用いて酸素化ヘモグロビン  (oxy-Hb) 濃
度変化を計測することで前頭葉の脳賦活を
測定した。 

 

（2）調査対象者は 18 歳から 29 歳までの若
年者 244 名（平均年齢 24.31 歳、標準偏差＝
3.20 歳）と 65 歳以上の高齢者 255 名（平均
年齢 71.16歳、標準偏差＝5.24歳）であった。
収集した 500枚の写真の中から 182枚を選択
し，ウェブを通したアンケート調査法によっ
て，それぞれの写真について評価することを
求めた。質問内容は「年齢」「性別」「運転頻
度」「感情価（「心地よい」から「心地よくな
い」までの 9 件法）」「覚醒度（「はっきり目
覚めた」から「ぼんやり眠った」までの 9 件
法）」「複雑性（「単純な」から「複雑な」ま
での 9 件法）」「危険度（「危険である」から
「危険ではない」までの 9 件法）」であった。 

 

（3）実験対象者は 18 歳から 29 歳までの若
年者 30 名（平均年齢 20.28 歳、標準偏差＝
2.10 歳）と 65 歳から 74 歳までの前期高齢者
30 名（平均年齢 70.16 歳、標準偏差＝4.24

歳），75 歳以上の後期高齢であった。コンピ
ュータの画面上に危険な交通場面と安全な
交通場面を 500ms 秒間同時呈示し，その後
どちらかに表示される標的である「点（ドッ
ト）」を回答してもらい，その反応時間を計
測した。また，実験実施中に，Tobii Pro(Tobii

社 ) を 用 い た 視 線 の 計 測 に 加 え ，
NIRSWOT-220(日立ハイテクノロジーズ社)

を用いて酸素化ヘモグロビン  (oxy-Hb) 濃
度変化を計測することで前頭葉の脳賦活を
測定した。 

 

（4）3×3 のマトリクスに交通場面の画像
を 4s 呈示し，指定された標的に対する反
応時間を計測した。また，実験参加者は研
究（3）と同様であり，実験実施中に視線
の計測および前頭葉の脳賦活を測定した。 
 

４．研究成果 
（1）反応時間および酸素化ヘモグロビンの
変化について年齢×覚醒度×感情価による
平均値を図 1 と図 2 のそれぞれに示す。3 要
因分散分析を行った結果，年齢による主効果
（F(1, 98) = 31.11, p < .001）が有意であった。
2 次交互作用が有意であり（F(4, 392) = 2.65, 

p<.05），高齢者の活性水準における反応時間
が快刺激と不快刺激が中性と比べ遅延した。
次いで，酸素化ヘモグロビンの変化について
は，年齢による主効果（F(1, 98) = 24.53, p 

< .001）が有意であった。1 次交互作用が有
意であり（F(2, 196) = 3.21, p<.05），高齢者
における快刺激に比べ不快刺激時における
ヘモグロビン濃度変化量が大きかった。 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2）若年者と高齢者のそれぞれについて不
快感情と危険度の三次元散布図を図 3に示す。
相関分析を行った結果，不快場面と危険場面
には強い負の相関が示された（若年者 r = 

-0.88，高齢者 r = -0.92，ps <.001）。分析結
果を踏まえ，実験に使用するための危険な交
通場面を想起させる嫌悪喚起刺激画像を選
定した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（3）視線のターゲットを補足する速度およ
び酸素化ヘモグロビンの濃度変化量につい
て年齢，交通場面による平均値を図 4, 5 にそ
れぞれ示す。2 要因分散分析の結果，年齢，
交通場面による主効果 (順に，F (2, 87) = 

22.64, p <. 001；F (1, 87) = 10.90, p <.01) が
有意であったものの，交互作用は有意な傾向 

(F (2, 87) = 2.81, p<.10) にとどまった。単純
主効果の検定を行った結果，後期高齢者にお
いて，危険な交通場面に対する反応が安全な
交通場面より遅かった (F (1, 87) = 3.11, p 

<.10)。また，酸素化ヘモグロビンの変化につ
いては，年齢群のみに主効果が見られたもの
の（F (2, 87) = 3.22, p<.05），交通場面の主
効果および交互作用は得られなかった。多重

比較の結果，若年群は前期・後期高齢者と比
較して有意にヘモグロビン濃度変化量が大
きかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（4）視線のターゲットを補足する速度およ
び酸素化ヘモグロビンの濃度変化量につい
て年齢，交通場面による平均値を図 6, 7 にそ
れぞれ示す。2 要因分散分析の分析の結果，
年齢，交通場面による主効果は有意であった
が (順に，F (2, 87) = 16.74, p < .001；F (1, 

87) = 5.69, p < .05)，交互作用は有意ではな
かった。 多重比較の結果，年齢群では前期・
後期高齢者と比較して若年者の方が，交通場
面では危険な交通場面と比較して安全な交
通場面の方が，それぞれ有意に反応が速かっ
た (ps<.05)。また，酸素化ヘモグロビンの変
化については，年齢，交通場面による主効果
が有意であったが(順に，F (2, 87)=3.48, p 

<.05；F (1, 87) = 5.10, p <.05)，交互作用は
有意ではなかった。多重比較を行ったところ，
前期・後期高齢者と比較して若年者の方が，
安全な交通場面の標的時と比較して危険な
交通場面の方が，それぞれヘモグロビン濃度
変化量が大きかった (ps<.05)。 
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図1 反応時間について年齢×覚醒度×感情価による平均値
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図 1 反応時間について年齢×覚醒度×感情価による平均値 

注）エラーバーは標準誤差 

図 3 若年者と高齢者のそれぞれについて不快感情と危険

度の三次元散布図 

図 2 ヘモグロビン濃度変化について年齢×覚醒度×感情価による平

均値 注）エラーバーは標準誤差 
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図2 ヘモグロビン濃度変化について年齢×覚醒度×感情価による平均値
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図6 反応時間について年齢×覚醒度×感情価による平均値
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図5 ヘモグロビン濃度変化について年齢×覚醒度×感情価による平均値
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図7 ヘモグロビン濃度変化について年齢×覚醒度×感情価による平均値
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